
　

い
●
高
山
植
物
を
摘
み
取
ら
な

　

い
●
ペ
ッ
ト
は
最
後
ま
で
責

　

任
を
持
っ
て
飼
う

●
植
樹
や
植
林
活
動
に
参
加

　

す
る

地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
！

●
冷
暖
房
の
設
定
温
度
を
こ

　

ま
め
に
調
節
し
、
過
剰
な

　

使
用
を
控
え
る

●
不
要
な
照
明
を
つ
け
っ
放

　

し
に
し
な
い
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◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

☆旧の市指定ごみ袋
（シール）は、平成
24 年 3 月 31 日まで
使えます！

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

5 月 28 日㈯　午前 10 時～正午

回収会場：市役所別館横電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587－ 6003、エコロジーマー
ケットやすの会・増村☎ 586－ 1441

生
物
多
様
性
を
脅
か
す

地
球
温
暖
化
！

　

生
物
種
の
絶
滅
や
、
森
林
・
湿
原
・
藻
場
・
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
生
態
系

の
異
変
が
地
球
規
模
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
原
因
の
一
つ
が

気
候
変
動
で
、
近
年
の
急
激
な
地
球
温
暖
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
み
、「
生
物
多
様
性
」
が
失
わ
れ
続
け
る
と
、

私
た
ち
人
間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
及
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

動
物
や
微
生
物
な
ど
の
生
物
種

は
、
お
よ
そ
40
億
年
も
の
長
い
時

間
の
中
で
、
個
々
が
環
境
に
適
応

し
な
が
ら
分
化
や
進
化
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
地
球
上
に
は
、
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
約
175
万

種
、
未
知
な
も
の
を
含
め
る
と

３
０
０
０
万
種
と
も
い
わ
れ
る
生

物
種
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、

地
球
上
の
い
ろ
い
ろ
な
生
息
域
に

適
応
し
な
が
ら
多
様
な
生
態
系
を

形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
さ

ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
や
生
態
系
が
複

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
の
喪
失
を
顕
著
に
表
わ
す
例

と
し
て
「
生
物
種
の
絶
滅
」
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
生
物
種
の
絶
滅

に
は
、
開
発
、
乱
獲
、
自
然
の
手

入
れ
不
足
、
外
来
種
の
持
ち
込
み

な
ど
、
人
為
的
な
原
因
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
問

題
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
地
球
温

暖
化
」
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の

影
響
で
す
。
温
暖
化
が
進
む
と
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
約
100
万
の
生

物
種
が
絶
滅
す
る
と
い
う
予
測
も

あ
り
ま
す
。

　

生
物
種
を
守
り
生
物
多
様
性
の

崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
、
そ
れ

は
私
た
ち
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
責
任
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
地
球
温
暖
化
を
食
い
止

め
る
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

生
物
多
様
性
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

●
外
来
種
を
捨
て
な
い
・
持
ち
込

　

ま
な
い

●
山
や
川
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄

　

し
な
い

●
川
に
廃
水
を
流
し
て
汚
染
し
な

「ごみゼロ大作戦」参加者募集！
６月５日㈰午前９時～ 11 時　※雨天中止

集合場所…菖蒲自治会館北側公園（駐車場は、菖蒲自治会館
南側グラウンド）
清掃場所…あやめ浜、マイアミ浜周辺および湖岸道路
活動内容…ポイ捨てごみ、漂着ごみの回収および雑草の除去
　滋賀県ごみの散乱防止に関する条例で定められた 5月 30
日の「環境美化の日」を基準日として、本市では、びわ湖岸
を中心に、企業、各種団体、市民が一体となって清掃活動を
実施します。皆さんの参加をお待ちしています。

雑
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
状
態
が

「
生
物
多
様
性
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。

私
た
ち
の
生
命
を
支
え
る
生
物
多

様
性

　

人
間
は
生
物
多
様
性
の
恩
恵
な

し
に
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
食
べ

物
の
よ
う
に
直
接
与
え
ら
れ
る
も

の
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
私

た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
「
生
物

多
様
性
」
が
、
今
、
急
速
に
失
わ

●
使
っ
て
い
な
い
家
電
品
な
ど
の

　

コ
ー
ド
を
抜
く

●
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
き
、
不

　

要
な
レ
ジ
袋
は
断
る

●
紙
や
水
の
使
用
を
減
ら
す

●
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
や

　

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
を
実
践

　

す
る

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る

●
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

●
CO2
排
出
量
の
少
な
い
商
品
を
購

　

入
す
る

●
エ
コ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
商
品
を

　

購
入
す
る

●
地
産
地
消
を
心
が
け
る



野
洲
駅
の
開
業
と
駅
前
通
り

【5月の休館日】月曜・火曜日・6日㈮　※ 3日
は祝日開館
◆野洲駅開業 120 周年展「鉄道・駅・まち」
／ 6月 26 日㈰まで
　野洲駅や鉄道、まちのあゆみを資料や写真
で紹介。展示解説 5月 14 日㈯午後 2時～
協賛…西日本旅客鉄道㈱京都支社
◆野洲駅開業 120 周年写真展／ 6月 26 日
㈰まで　JR野洲駅コンコースにて
◆赤米田植え／ 5月 21 日㈯午後 2時～ 4
時　弥生の森歴史公園で、古代の貫頭衣を着
て赤米の田植えをしてみませんか。
参加費…無料／申し込み…電話にて博物館へ

駅
員
一
同
」
と
あ
り
、
前
列
向

か
っ
て
右
か
ら
電
信
係
２
名
、
駅

長
、
助
役
、
駅
夫
２
名
と
、
後
列

の
駅
夫
５
名
、
総
勢
11
名
の
駅
員

が
野
洲
駅
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
後
列
向
か
っ
て

左
か
ら
２
人
目
の
若
い
駅
員
、
山

元
清
三
郎
さ
ん
は
、
30
年
に
わ
た

り
野
洲
駅
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
駅
前
に
あ
っ
た
う
ど
ん
屋

「
お
た
ふ
く
や
」
の
生
ま
れ
で
、

１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
創
業
の

店
も
、
駅
員
や
機
関
士
と
代
々
親

し
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

野洲駅前（大正期頃）／田中潤吉さん提供

野洲駅員（大正期頃）／山元和子さん提供
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野
洲
駅
は
、
こ
の
地
に
鉄
道
が

開
通
し
た
２
年
後
の
１
８
９
１

（
明
治
24
）
年
６
月
16
日
に
開
業

し
ま
し
た
。
沿
線
で
も
早
く
に
設

置
さ
れ
、
今
年
で
120
周
年
を
迎
え

る
歴
史
あ
る
駅
で
す
。

　

駅
が
置
か
れ
た
の
は
小
篠
原
字

門
田
で
、
も
と
も
と
水
田
が
広

が
っ
て
い
た
所
で
す
。
駅
が
で
き

て
か
ら
、
駅
前
通
り
や
「
駅
前
」

の
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
辺
り
は
農
村
部
で
し

た
が
、
中
山
道
に
沿
っ
て
野
洲
・

行
畑
・
小
篠
原
と
町
並
み
が
続
き

ま
す
。
ま
た
、
小
篠
原
の
西
端
に

は
中
山
道
と
朝
鮮
人
街
道
の
分
岐

点
が
あ
り
、交
通
の
要
衝
で
し
た
。

　

草
津
、
守
山
の
宿
場
町
や
、
近

江
八
幡
、
彦
根
、
長
浜
の
よ
う
な

城
下
町
で
は
、
町
場
に
近
い
所
に

駅
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
野

洲
駅
も
街
道
に
近
い
利
便
の
よ
い

場
所
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
駅
は
貨
物
輸
送
の
拠
点
に
な

り
、
運
送
店
が
営
業
を
始
め
、
荷

車
や
大
八
車
、
人
力
車
が
活
躍
し

ま
す
。
ま
た
、
駅
前
に
は
商
店
が

軒
を
連
ね
、
旅
館
、
う
ど
ん
屋
、

下
駄
屋
、
新
聞
屋
、
床
屋
、
銀
行

な
ど
が
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
大
正
期
頃
の
野
洲
駅

前
で
す
。
南
口
の
駅
前
通
り
、
現

在
の
「
野
洲
駅
前
」
信
号
付
近
か

ら
駅
を
望
ん
だ
様
子
で
す
。
遠
く

に
見
え
る
中
央
の
建
物
が
駅
舎

で
、
手
前
を
横
切
る
道
が
朝
鮮
人

街
道
で
す
。
さ
ら
に
手
前
の
橋
は

祇
王
井
川
に
か
け
ら
れ
た
も
の

で
、
右
側
に
は
街
灯
、
左
側
に
は

大
き
な
石
柱
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

石
柱
は
今
も
立
っ
て
い
て
、
真
宗

木
邊
派
本
山
の
錦
織
寺
へ
の
参
詣

者
を
案
内
す
る
道
標
で
す
。

　

も
う
一
枚
の
写
真
も
大
正
期
頃

の
も
の
で
す
。
裏
書
に
「
野
洲

　

こ
の
当
時
の
駅
舎
は
初
代
の

建
物
で
、
平
屋
の
木
造
瓦
葺
き

の
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。
の
ち

に
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
と

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
の
二
度

の
改
築
を
経
て
、
現
在
の
駅
舎
に

な
っ
て
い
ま
す
。
駅
の
北
口
は
、

１
９
７
２
年
に
今
の
駅
舎
に
改

修
さ
れ
た
時
に
設
け
ら
れ
、
ロ
ー

タ
リ
ー
や
街
路
を
整
備
し
て
開

発
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
や
駅
は
、
地
域
の
生
活
や

産
業
、
ま
ち
の
発
展
に
大
き
く
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
わ
た
し
た
ち
市
民
を
は
じ

め
、
多
く
の
人
々
の
思
い
出
と
と

も
に
、
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

（
博
物
館
学
芸
員　

行
俊
勉
）


